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研究成果の概要（和文）： 
過疎集落の災害経歴過疎地域の水害、土砂災害危険リスクについての被災経験のデータ

を GIS により、過疎集落の災害リスクを捉えた。災害時要援護者の日常生活のみならず災
害時の避難の在り方を支援する社会福祉専門職の避難の在り方のチャートを作成した。 
施設入所の要援護者とともに地域（過疎集落）の医療・保健福祉サービスを担う福祉専門
職が災害時に救助するために、地域包括支援センターの災害時支援度には様々な課題があ
ることが明らかになった。災害時には、地域の災害時要援護者の支援をすることができる
のは、過疎集落の医療・保健福祉サービスの福祉専門職である。災害時に円滑な救助支援
には、地域包括支援センターに様々な課題があることが明らかになった。DMAT 研修は、
要援護者の救助には有用でありそれを補助する人々の教育も必要であることが本研究の結
論である。  
研究成果の概要（英文）： 
 We have created the GIS MAP of flood and land sliding risks in the community of 
depopulated area, based on previous flood, sediment disaster hazard data. We also 
were using GIS system to analyses and to clear the disaster risk. Data of regional 
disaster experience was useful to make such maps. Vulnerable elderly is needed 
professional social worker or nurse assistance preparation of disaster (preneed) and 
during a disaster (at need), in the event of a disaster (after care), because it is difficult 
to blame. 
We found that the role of social welfare professionals to support the evacuation and 

disaster assistance and more important thing is evacuation drill in daily life. Our 
research is a means of escape that we created a formula chart in order to support 
appropriate evacuation of disaster assistance when they needed. 
 At the event of a disaster, it may possible to aid the vulnerable people as disaster 
assistance of medical professionals and social workers of Health and Human Services 
in the depopulated community. To smooth help rescue of vulnerable that there are 
various challenges to the Regional Support Center when the disaster occurred. 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：社会学・社会福祉学 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、2007 年度から開始した異分野
融合による地方都市における災害時要援護
者のための防災・減災研究が基盤となってい
る。それまでの研究成果から、地方都市の中
でも過疎地域に居住する要援護者への防災
から災害時救助・被災者支援を行う必要性を
有していた。 
 
２．研究の目的 
過疎集落の高齢者への医療・保健福祉サー

ビスの担い手である福祉専門職（ソーシャル
ワーカー等）が、災害時には緊急援助の一員
となることできれば、被災者のニーズに最適
の被災者中心の災害救助となる。 
具体的には、過疎集落の高齢者への医療・

保健福祉サービスをアウトリーチ型で行う
ことができれば、地域の災害時要援護者の自
立生活を図り、同時に、その担い手である福
祉専門職（ソーシャルワーカー等）が、災害
時には緊急援助の一員として、被災者のニー
ズに最適の被災者中心の災害救助を行うこ
とになり、日常の防災意識も喚起できる。医
療・保健福祉サービス、災害救助、防災を効
果的に連動させるシステム作りが特に高齢
化が進む過疎地域には必要である。過疎集落
では、地域防災力がきわめて低いことに注目
した。過疎集落では、高齢者が被災し、孤立
する可能性があり、生命が脅かされる危険性
も高い。比較的元気な高齢者が多い過疎集落
であるが、定期的に医療・保健福祉サービス
を提供することは、高齢者の自立生活を持続
可能なものとするし、災害の事前対策、災害
時には、その情報を活かし円滑な救助の決め
手になる。過疎集落が多く、近年、集中豪雨
による土砂災害が深刻化している全国でも
有数の土砂災害リスクをもつ佐賀県と熊本
県の過疎集落における医療・保健福祉サービ
スの実態把握、過疎地域の災害履歴と災害リ
スクを分析する。また、災害救助 DMAT 研
修に医・看・福祉の 3 分野から参加し、災害
救助チーム構成のあり方を検討する。これま
で蓄積した文献・調査資料、郷土資料からの
知見と本研究により、過疎集落に住む高齢者
のための医療・保健福祉と連動した効果的な
災害救助システム作りを試み、災害時要援護
者（高齢者等）災害リスクを分析し、災害医
療の在り方の課題も明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 ①地方都市の災害リスクの調査、特に災害
時要援護者の居住する施設の防災・減災調査

の実施 
 ②災害救助 DMAT の保健福祉専門職への実
践参加による災害時対応技術の習得方法 
 
４．研究成果 
過疎集落の高齢者への医療・保健福祉サー

ビスの担い手である福祉専門職（ソーシャル
ワーカー等）が、災害時には緊急援助の一員
となることできれば、被災者のニーズに最適
の被災者中心の災害救助となるため、過疎集
落の災害経歴過疎地域の水害、土砂災害危険
リスクについての被災経験のデータをもと
に地理情報システム（GIS）を用いて、過疎
集落の災害リスクを捉えた。災害時要援護者
の日常生活のみならず災害時の避難の在り
方を支援する社会福祉専門職の避難の在り
方測定を作成することができた。 
施設入所の要援護者とともに地域（過疎集
落）の医療・保健福祉サービスを担う福祉専
門職が災害時に救助するために、地域包括支
援センターの災害時記濃度をと噛むことが
できた、また、災害医学の手法による医療従
事者が、要援護者をどのように支援するかを
さまざまな問題に対応した災害救助から防
災までの PAA（pre-need, at need , after 
care）方式により考察することができた。 
 毎年実施される国土交通省河川事務所に
よる大規模浸水時を想定した防災訓練に研
究分担者も参加して、災害時訓練の在り方を
問い直した。 
 また、2009年には、土砂災害が発生し、現
在土砂災害危険地域とされている佐賀県内
の I市における土砂災害危険地域の実地調査
および要援護者、要援護者支援者団体とのミ
ーティングを行いつつ、同市の市中心地域の
過疎地帯と災害時の避難支援に関する検討
会の成果として、過疎地域の防災対策（案）
を作成した。 
 我が国の国立大学で唯一の DMAT 研修を行
ってきた佐賀大学医学部では、その実践を通
して、DMAT教育そのものの課題を明らかにし、
特に災害時の緊急医療における看護職員の
役割と課題を看護教育の中に取り組み、災害
医療、看護教育の在り方を検討した。 
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